
リクルートサービスを活用した実践事例【進路】

　

洗
足
学
園
高
校
は
完
全
中
高
一
貫
型
の
女

子
校
。
難
関
大
学
に
毎
年
多
数
の
合
格
者
を

出
し
て
い
る
全
国
で
も
有
数
の
進
学
校
だ
。

「
生
徒
は
真
面
目
で
優
秀
。
た
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
て
進
路
を
切
り
拓
い
て
ほ
し

い
」と
学
年
主
任
の
高
橋
道
人
先
生
は
言
う
。

　

同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
中
学
3
年
か
ら

高
校
1
年
に
か
け
て
集
中
的
に
行
わ
れ
る
。
将

来
を
考
え
る
材
料
と
し
て
、留
学
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集
な
ど
学
外
で
の
体
験
活
動
を
積
極

的
に
紹
介
し
て
参
加
を
促
し
、学
年
で
も
校

外
活
動
や
講
演
を
企
画
・
提
案
。
例
え
ば
、卒

業
生
に
よ
る
、大
学
の
学
園
祭
ツ
ア
ー
や
、Ａ
Ｉ

に
関
す
る
講
演
な
ど
多
彩
な
内
容
だ
。

 

「
進
路
選
択
に
は
経
験
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
。

多
く
の
人
の
話
を
聞
き
、外
に
出
る
よ
う
に
促

し
て
い
ま
す
」と
高
橋
先
生
。た
だ
し
こ
れ
ま
で

は
、参
加
す
る
生
徒
が
固
定
化
し
た
り
、参
加

し
て
も
な
か
な
か
自
身
の
こ
と
と
し
て
捉
え
ら

れ
ず
、ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
や
整
理
が
苦
手
な
生
徒

が
い
る
な
ど
の
課
題
も
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、昨
年
度
、１
年
生
が
受
講
し
た

の
が
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
進
路『
探
究
思
考
講
座
』。

話
題
に
な
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
事
例
に
挙

げ
、そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
課
題
感
か
ら
生
ま
れ

た
の
か
解
き
明
か
す
こ
と
で
、身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
課
題
を
発
見
す
る
力
を
養
う
講
座
だ
。

 

「
活
動
参
加
に
消
極
的
な
生
徒
や
進
路
を
考

え
る
手
が
か
り
を
も
て
な
い
生
徒
も
巻
き
込
み

た
い
と
思
い
、全
員
参
加
と
し
ま
し
た
。
日
々
の

生
活
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
進
路
を
考
え

る
き
っ
か
け
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た

の
で
す
」と
高
橋
先
生
。「
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
り

ま
し
た
。
や
り
た
い
こ
と
が
漠
然
と
し
て
い
る
生

徒
に
と
っ
て
も
、考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
」。
生
徒
が
気
軽
に
挑
戦
し
思
考
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
か
、昨
年
度
は
、任
意

の
体
験
活
動
に
参
加
す
る
生
徒
が
２
４
０
人

中
１
７
０
人
と
、例
年
よ
り
大
幅
に
増
え
た
。

　

同
時
に
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
の
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
も
導
入
。『
探
究
思
考
講
座
』を
含
め
た
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
ご
と
に
活
動
メ
モ
を
蓄
積
し
、

２
年
生
10
月
以
降
に
振
り
返
っ
て
ま
と
め
て
い

く
。「〝
点
〞の
経
験
や
そ
こ
か
ら
の
学
び
を

〝
線
〞に
し
て
い
く
こ
と
で
整
理
し
な
が
ら
進
路

を
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
れ
ば
。そ
し
て
、偏

差
値
で
は
な
く
納
得
度
や
自
己
肯
定
感
を
も

っ
て
進
路
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と

の
こ
と
。
さ
ら
に
、生
徒
の
コ
メ
ン
ト
の
一
部
を

学
年
通
信
で
紹
介
。
互
い
に
刺
激
・
批
評
し
合

う
と
い
う
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

 

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
、〝
課
題
〞を
も
つ
と
い
う

こ
と
は
重
要
で
す
。
自
分
の
生
活
を
豊
か
に
す

る
だ
け
で
な
く
、社
会
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、倫

理
観
を
養
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、従
来

の
教
科
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
学
習
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。教
え
る
の
で

は
な
く
一
人
の
大
人
と
し
て
意
見
が
言
え
る
よ

う
な
取
組
な
ら
、教
員
も
や
り
や
す
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」（
高
橋
先
生
）

体
験
活
動
や
講
演
を

整
理
・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し

進
路
選
択
へ
つ
な
げ
た
い

課題

進
路
選
択
の
手
が
か
り
と
な
る

『
探
究
思
考
講
座
』と
、点
を

線
に
す
る「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」

活用

 進路選択　  探究　  課題発見　  ポートフォリオ【活用キーワード】

1924年創立／普通科／生徒
数710人（女子のみ）／進路状
況（2019年3月実績）大学進学
208人、その他（浪人など）27人

取材・文／永井ミカ

身近なところから課題を発見する大切さを知り
進路選択について考えるきっかけとする

洗足学園高校（神奈川・私立）

高校2年学年主任
高橋道人先生

・ 今あるものに対してどうすればより良くなるの
か課題を発見する力が大切だと感じた。
・ 普段の授業ではないような参加型でとても考
えさせられ、心から楽しかった。自分が将来何が
したいか、また一歩見えた気がする。
・ 今の社会に必要なのは課題を発見する力とい
うことにすごく共感できた。アイデア、発想は人
間にしかできないので、私はもっと観察眼を身
につけたい。そのために知識を増やすこと（授
業をしっかり受けること）も大事。
・ 自分は周りの人に比べて課題発見の力があ
ると思った。そういうことをするのが楽しい。
・ 模擬国連に参加して自分は課題発見力があ
る程度ついたと考えていたが、日常生活で課
題発見はしたことがなかった。これからはもう少
し考えてみたい。
・ 知識だけで生きていくのではなく、他の人が考
えないような面白いものを生み出せるような、
遊び心のある大人になりたい。
・ 高1になり部活動でもうまくできない原因や解
決策を考えるようになったが、それは将来につ
ながることをしているとわかった。
・ 友達の意見からたくさんヒントを得ることができた
ので、もっと他人の意見に耳を傾けようと思った。
・ 課題の解決策は一つではないことを知った。
・ 課題を見つける力ということをよく聞いていた
が、今回クイズ形式で触れられたことで、それを
実感することができた。
・ 身の回りで起こる小さな出来事が、将来の自
分に大きくつながるかもしれないということを知
った。今の状況と理想像のギャップに課題があ
ることを知ったから、理想像をこれから明確にし
ていきたい。

受講した生徒の感想
（事後の「活動メモ」より抜粋）

●スタディサプリ進路『探究思考講座』

●１年生の学外活動と講演（抜粋）

『探究思考講
座』は65分授
業×２コマで
実施。最後に
各自がｅポート
フォリオに感
想を記入して
終了。

・ 東京工業大学訪問
・ 東京大学訪問
・ 経済産業省訪問
・ 慶應義塾大学訪問
・ 読売新聞社訪問
・ 資生堂にて研究開発に携わる
 OGの講演会
・ 女性教員による人生についての講演会
・ 進路ガイダンス①～⑦
・ 生徒による学外活動報告会
・ 現役大学生OGによる
 勉強法などの講演
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